
難聴言語通級指導学級（小学校） 

学校名 東久留米市立第六小学校（ことば･きこえの教室） 

所在地 

電話番号 

東久留米市金山町１－１７－１ 

電話番号 042－471－5370 

学校概要 

創立５２年目を迎える本校は、児童数３０２名、１２クラスです。 

特別支援教室拠点校としての「すずらん教室（情緒）」と通級教室の 

「ことば」「きこえ」の教室があります。       

「ことばの教室」「きこえの教室」では、特別支援 

教育への理解を深めるため、５年生の児童を対象に 

「ことばの理解啓発授業」を、３年生の児童を対象 

に「きこえの理解啓発授業」を実施しています。 

学級の様子 

 ことばの教室には、｢吃音がある｣「発音がうまくできない」「ことばの発達が

ゆっくりである」という児童２３名が通級し、きこえの教室には、難聴の児童

８名が通級しています。 

＜通級形態・指導内容＞ 

○個別の指導が中心です。必要に応じてグループ指導も行います。 

○ことばやきこえなどの検査を行い、一人一人に合わせた指導を行います。 

○やりとりや伝え合いを楽しむことを通して、ことばの理解と表現力を高める

指導を行います。 

○発語器官の機能を高め、発音の改善指導を行います。 

○難聴のあるお子さんには、聴力や補聴状態を把握するとともに、自分のきこ

えを最大限に活用しながら言語力を高め、コミュニケーションの力を高める

指導を行います。 

○難聴のあるお子さんは補聴器や支援機器を効果的に活用できるよう支援しま

す。 

 

この他にも背景となる心理的な側面についても、お子さんと関わりながら、

保護者や在籍学級担任と連携・相談し進めていきます。 

学級の教員から 

 ことばの教室では、開級した平成２５年度から延べ３５人が主訴の軽減または改善し終了しま

した。｢吃音のある｣児童については、自分の話し方を肯定的に捉えられるように、また、必要に応

じて話しやすい話し方の練習を行っています。 

［発音がうまくできない］児童については、ことばの教室で指導を行うことでほとんどの児童が改

善します。また、学年が低いほど、改善も早いので、ぜひ声をかけてほしいと思います。 

難聴児童については学齢期を通じて支援が必要です。小学校卒業後は久留米中学校の難聴学級に

つなげ、さらに支援を続けています。 

ことばときこえの相談は随時受け付けていますので、お気軽にお声をかけてください。 

理解啓発授業の様子 



 


